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「
理
科
・
算
数
　
だ
い
す
き
実
験
教

室
」
は
、
早
稲
田
大
学
と
西
東
京
市

が
共
催
し
、
文
部
科
学
省
の
ス
ー
パ

ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
指
定

校
で
あ
る
早
稲
田
大
学
高
等
学
院
の

協
力
に
よ
る
事
業
で
す
。

　
こ
の
事
業
の
目
的
は
、
子
供
た
ち

の
理
科
離
れ
を
解
消
し
、
理
科
好
き

な
こ
ど
も
た
ち
を
増
や
す
こ
と
に
あ

り
ま
す
。

　
市
内
の
公
立
小
学
校
に
参
加
を
呼

び
か
け
た
と
こ
ろ
、
30
名
の
定
員
に

対
し
て
、
２
０
１
名
と
い
う
多
数
の

児
童
の
参
加
希
望
が
あ
り
ま
し
た
。

厳
正
な
る
抽
選
の
結
果
、
今
回
は
32

名
の
児
童
が
参
加
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
抽
選
に
外
れ
た
多
く
の
皆

様
に
は
、
残
念
で
し
た
が
、
次
回
以

降
も
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
第
一
回
は
、
12
月
１
日
（
土
）
、

早
稲
田
大
学
高
等
学
院
の
化
学
実
験

室
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、早
稲
田
大
学
高
等
学
院

加
藤
徹
教
諭
に
よ
る
風
力
発
電
の
講

義
と
実
験
で
し
た
。
ま
ず
、
風
力
に

よ
る
発
電
の
し
く
み
に
つ
い
て
詳
し

い
講
義
を
受
け
た
後
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
風
車
及
び
プ
ロ
ペ
ラ
を
活
用
し
た

風
力
発
電
装
置
の
作
製
、
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
に
よ
る
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
児
童
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
風
車
の

作
製
の
た
め
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や

針
金
の
ハ
ン
ガ
ー
を
持
ち
寄
り
ま
し

　
地
租
改
正
絵
図
の
修
復
は
、
西
東

京
市
振
興
基
金
条
例
に
よ
る
事
業
と

し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
修
復
完
成
を
記
念
し
て
、
絵

図
の
展
示
と
記
念
講
演
会
を
行
い
ま

す
。

講
演
会

○
テ
ー
マ

　
「
西
東
京
市
の
歴
史
と
文
化
財
」

○
講
師
　
保
谷
　
徹
氏

（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授
）

○
日
時
　
３
月
９
日
（
日
）
　

　
　
　
　
午
後
2
時
か
ら
4
時

○
会
場
　
西
東
京
市
南
町
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
「
き
ら

っ
と
」
会
議
室

展
示
会

　
修
復
作
業
を
完
了
し
た
地
租
改
正

絵
図
を
公
開
展
示
し
ま
す
。

○
会
場
　
西
東
京
市
南
町
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
「
き
ら

っ
と
」
多
目
的
ホ
ー
ル

○
展
示
期
間
　
３
月
８
日
（
土
）
か

ら
９
日
（
日
）
ま
で
　
午
前
10
時

か
ら
午
後
5
時

◆
お
問
合
せ

　
中
央
図
書
館
地
域
・
行
政
資
料
室

０
４
２
（
４
６
５
）
０
８
２
３

　
去
る
１
月
14
日
（
祝
）、
保
谷
こ

も
れ
び
ホ
ー
ル
に
て
、
西
東
京
市
成

人
式
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、好
天
に
も
恵
ま
れ
、午
前

の
部
６
２
８
人
、
午
後
の
部
５
４
０

人
、
計
１
、
１
６
８
人
の
新
成
人
の

皆
さ
ん
が
式
典
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
保
谷
和
太
鼓
会
の
演

奏
や
新
成
人
の
代
表
挨
拶
が
あ
り
、

会
場
は
大
変
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
式
典
終
了
後
も
、
会
場
周

辺
で
は
旧
友
と
の
再
会
に
よ
り
、
笑

顔
あ
ふ
れ
る
新
成
人
の
姿
が
多
数
見

か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
大
人
に
な
っ
た
こ
と
を

自
覚
さ
れ
、
社
会
の
一
員
と
し
て
責

任
あ
る
行
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

◆
社
会
教
育
課

０
４
２
（
４
３
８
）
４
０
７
９

地
租
改
正
絵
図
修
復
作
業
が
完
了

地
租
改
正
絵
図
修
復
作
業
が
完
了

【
表
具
師
が

　
　
　
現
代
の
名
工
に
】

地
租
改
正
絵
図
修
復
記
念

講
演
会
と
展
示
の
お
知
ら
せ

風力発電の講義と実験の様子修了書をいただきました カッターでペットボトルを切る作業

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

谷戸小学校6年
保谷中学校1年
保谷中学校1年
保谷中学校1年
保谷中学校3年
ひばりが丘中学校3年
田無第三中学校2年
田無第三中学校2年
田無第三中学校2年
田無第三中学校2年
田無第三中学校2年
田無第三中学校2年
柳沢中学校2年
柳沢中学校3年
田無第四中学校3年
明保中学校
元西東京市立田無小学校校長
元西東京市立田無第三中学校校長
元西東京市立本町小学校副校長
元西東京市社会教育委員
元西東京市社会教育委員
元西東京市公民館運営審議会委員
元西東京市公民館運営審議会委員
元西東京市文化財保護審議会委員
元西東京市立学校学校医
元西東京市立学校学校医

森　薗　政　崇（卓球競技）
相　良　也　実（陸上競技）
中　嶋　理　乃（卓球競技）
寺　脇　豪　勇（水泳競技）
田　中　美　朱（新体操競技）
森　川　愛　理（水泳競技）
藤　井　彩　乃（初期消火活動）
荒　川　リ　ナ（初期消火活動）
下　田　美　里（初期消火活動）
腰　越　友加里（初期消火活動）
土　井　さやみ（初期消火活動）
本　松　夏　美（初期消火活動）
西　　　勇　輝（陸上競技）
山　田　大　貴（水泳競技）
井　上　絢　華（水泳競技）
明保中学校剣道部
足　立　善　朗（功労）
関　谷　　　忠（功労）
内　野　淹　良（功労）
井　上　れい子（功労）
中　込　　　廣（功労）
遠　山　久　敬（功労）
下　栗　庸　隆（功労）
保　谷　　　徹（功労）
石母田　　　稔（功労）
大　野　岑　也（功労）

27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52

元西東京市立学校学校医
元西東京市立学校学校医
元西東京市立学校学校医
元西東京市立学校学校医
元西東京市立学校学校医
元西東京市立学校学校医
元西東京市立学校学校医
元西東京市立学校学校医
元西東京市立学校学校医
元西東京市立学校学校医
元西東京市立学校学校医
元西東京市立学校学校医
元西東京市立学校学校医
元西東京市立学校学校歯科医
元西東京市立学校学校歯科医
元西東京市立学校学校歯科医
元西東京市立学校学校歯科医
元西東京市立学校学校歯科医
元西東京市立学校学校歯科医
元西東京市立学校学校歯科医
元西東京市立学校学校歯科医
元西東京市立学校学校歯科医
元西東京市立学校学校歯科医
元西東京市立学校学校歯科医
元西東京市立学校学校歯科医
元西東京市立学校学校薬剤士

小　野　和　郎（功労）
小　野　　　元（功労）
神　川　喜美子（功労）
酒　枝　康　郎（功労）
指　田　勢　郎（功労）
田　村　直　彦（功労）
冨　永　典　紀（功労）
中　村　信　彦（功労）
畑　中　恭　子（功労）
平　井　敏　雄（功労）
星　山　健　三（功労）
山　口　裕　敬（功労）
渡　部　松　生（功労）
相　田　英　孝（功労）
伊　藤　藤　江（功労）
岩　田　ミナミ（功労）
押　見　　　一（功労）
神　田　秀　治（功労）
郷　家　秀　昭（功労）
小　峰　直　行（功労）
服　部　玄　門（功労）
松　尾　幸　一（功労）
松　田　慎　二（功労）
村　山　　　晃（功労）
山　口　　　普（功労）
滝　沢　滋　子（功労）

◆教育企画課　企画調整係　042（438）4070

た
。
三
・
四
年
生
の
児
童
は
、
カ
ッ

タ
ー
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
切
る
と
き
、

保
護
者
の
協
力
を
得
て
進
め
る
な
ど
、

親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図

ら
れ
る
場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
苦
労
し
て
完
成
さ
せ
た
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
風
車
に
、
扇
風
機
の
風
を

当
て
、
風
車
が
勢
い
よ
く
回
っ
た
と

き
に
は
、
多
く
の
児
童
か
ら
歓
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
プ
ロ
ペ
ラ
が
回
る
と
電
気

が
発
生
し
、
接
続
さ
れ
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が

赤
く
発
光
す
る
と
い
う
、
風
力
に
よ

る
発
電
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
扇
風

機
の
風
を
プ
ロ
ペ
ラ
に
当
て
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
の
赤
い
光
が
点
灯
し
た
と
き
に
見

せ
た
児
童
の
会
心
の
笑
み
が
印
象
的

で
し
た
。
　

　
最
後
に
早
稲
田
大
学
高
等
学
院
か

ら
修
了
書
を
い
た
だ
き
、
あ
っ
と
い

う
間
の
三
時
間
が
終
わ
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
児
童
や
保
護
者
の
方
か

ら
は
、
ま
た
次
回
も
参
加
し
た
い
と

の
声
を
数
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
次
年
度
も
、
た
く
さ
ん
の
方
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
教
育
指
導
課

　
　
０
４
２
（
４
３
８
）
４
０
７
５

　
平
成
19
年
の
５
月
か
ら
取
り
組
ん

で
き
た
地
租
改
正
絵
図
の
修
復
作
業

が
ま
も
な
く
完
了
し
ま
す
。

　
こ
の
田
無
村
地
租
改
正
絵
図
は
、

地
域
の
貴
重
な
歴
史
資
料
と
し
て
、

昭
和
57
年
に
市
の
指
定
文
化
財
に
指

定
さ
れ
、
現
在
は
西
東
京
市
図
書
館

が
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　
絵
図
は
、
明
治
６
年
（
１
８
７
３

年
）
か
ら
２
年
間
を
か
け
て
作
成
さ

れ
、
地
目
、
地
積
、
地
番
、
宅
地
、

道
路
、
川
、
水
路
、
墓
地
な
ど
が
詳

細
に
記
録
さ
れ
、
地
租
算
定
の
基
本

と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
田
無
地
区
、
東
久
留
米
市
の
田
無

飛
地
、
奥
書
な
ど
が
５
巻
の
軸
物
に

仕
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
汚
れ
、

染
み
、
折
れ
と
い
っ
た
損
傷
が
進
ん

で
い
た
た
め
、

修
復
事
業
に
取

り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　
２
月
の
末
日

に
は
修
復
作
業

を
完
了
し
ま
す

の
で
、
市
民
に

公
開
し
て
い
き

ま
す
。

　
地
租
改
正
絵
図
の
修
復
作
業
を
お

願
い
し
て
い
る
石
井
三
太
夫
表
具
店

の
15
代
目
当
主
、
石
井
弘
芳
さ
ん
が

「
現
代
の
名
工
１
５
０
人
」
の
お
一

人
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
「
現
代
の

名
工
」
は
、
技
能
の
世
界
で
活
躍
す

る
職
人
ら
の
地
位
向
上
な
ど
を
目
的

に
創
設
さ
れ
、
今
年
で
41
回
目
。
業

界
団
体
や
都
道
府
県
な
ど
の
推
薦
を

経
て
厚
生
労
働
省
が
選
定
し
ま
す
。


